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安全文化・組織風土劣化防止に係る取組の総合評価について 

 

 

平成３０年４月１日から平成３１年３月３１日に行われた、泊発電所における安全文化

醸成活動については、以下のとおり評価しましたので通知します。 

 

 

 

記 

【総合所見】 

平成３０年度計画に掲げた取組は、従来の継続的な活動に加え、前年度要請事項

を踏まえ実施されていることを確認した。また、安全最優先とするトップの考えに基

づき、発電所において安全側に意思決定することの意識強化を図るなど、安全文化・

組織風土劣化防止に係る取組状況については「計画に基づいた取組が行われ、改善傾

向が見られる。」と評価できる。 

安全文化・組織風土の劣化兆候に関しては、「作業管理」及び「良好なコミュニケ

ーション」の要素について改善の余地があることから「さらに傾向を見るため継続し

た監視を必要とする。」と評価できる。 

 

 

 

以上  


